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吹き抜けが特徴的な執務フロア

オープンスペース階屋上庭園

◆施　　設　　名：NEC Innovation Park
◆工　　事　　名：（仮称）玉川イノベーション新棟建設工事
◆場　　　　　所：NEC玉川事業場内（川崎市中原区）
◆建　　築　　主：日本電気株式会社
◆設　　　　　計：（建屋）NECファシリティーズ株式会社、株式会社日建設計、（内装レイアウト）Gensler
◆Ｐ　　　　　Ｍ：（内装レイアウト）JLL（ジョーンズ　ラング　ラサール株式会社）
◆監理・工事総括：ＮＥＣファシリティーズ株式会社

◆施　　　工：（建築）大林・フジタ建設共同企業体、（電気・衛生）株式会社関電工
（空調）東洋熱工業株式会社、（通信）ＮＥＣネッツエスアイ株式会社
（内装）三井デザインテック株式会社、株式会社大林組

◆建　物　用　途：事務所
◆構造・規模：Ｓ（一部ＲＣ）造、中間免震構造、階、塔屋２階
◆延べ床面積：４万，．㎡
◆工　　　期：年６月１日～年３月日
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環境や人のつながり
重視した空間

　５階から階までの全面吹き抜けは、自然換気と
トップライトによる自然採光を最大限に活用。全フ
ロアにひさしを設けて余分な熱や光の進入を抑
制。NECで初めて「輻射空調」システムを採用し、
エネルギー効率と快適性を両立。ZEB Ready認証
と、CASBEE川崎で最高ランクのＳを取得し、心
地良いワークプレイスを実現している。また、
年の台風水害経験を踏まえ、重要なインフラ設備を
２階以上（地上から５ｍ以上）に設置することで、
水害時でもオフィスビル稼働を維持できるように設
計した。
　内装は、組織内コミュニケーションの活性化を促
すCommunication-Hub（C-Hub）と、組織を超え
たコミュニケーションの活性化を促すInnovation-
Hub（I-Hub）を核に、「あつまる・うまれる・ひ
ろがる」というコンセプトを体現。C-Hubは「Welc
ome Garden 」「Teaming Area 」「Meeting Area 」
「Breakthrough Garden」「Anchor」といった多
様なエリアを用意し、普段の働き方における様々な
シーンや活動に応えられるフロアとなっている。一
方でI-Hubには、多様な大きさ・什器を用意した会
議室・イベントスペース・屋上庭園を設けることで、
社員同士や社内外のつながりを生むコミュニケーシ
ョンスペースを提供している。
　棟内では、「クライアントゼロ」の考え方のもと、
最新の技術・ソリューションを自分たちで使い、試
し、その成果をお客様に提供する取り組みを展開。
例えば、NECの顔認証システムが全フロアの入退
ゲート／ドア、売店（POS）等、カ所以上に導
入され、スムーズな入館とセキュアな認証を実現。
また、オフィス居場所見える化ソリューションの導
入により、社員の居場所を可視化し、コミュニケー
ションの活性化やフリーアドレスでの課題解決に貢
献している。
　日本電気株式会社
　コーポレートリアルエステート統括部
　シニアプロパティマネージャー 　池下徹郎
　同部　PMOマネージャー 　大嶋雅之
　アセットソリューション開発室
　シニアプロフェッショナル 　　橋直紀

　NEC玉川事業場内に「NEC Innovation Park」
が年４月７日にグランドオープンしました。こ
の階建てのイノベーション拠点は「自由に人々が
集まり、偶然の出会いから新結合が生まれる場所」
という理念を掲げ、NECグループ内外の多様な人
材をつなぎ合わせていくことを目指します。
　玉川事業場は、当社の研究開発の主要拠点として
長く機能してまいりました。「NEC Innovation Par
k」には、研究開発に加えて、事業開発や製品開発
に携わる組織が集結することで、AIをはじめとす
る技術と事業をつなげ、社会価値創造を行い続けて
いきます。吹き抜け階段、開放的なオフィス、多様
な会議室・イベントスペース、屋上庭園に加え、DX
に関する様々な挑戦ができる環境は、何かが始まり
そうな予感を彷彿とさせ、社員がイノベーションを
加速し、そしてクライアントやパートナーとの接点
を育み大きく進展させることができます。この「NE
C Innovation Park」で、社員がAIをフル活用する
とともに、多くのステークホルダーの斬新で多様な
知見に触れ、創造性を刺激し合い、外向きの目線で
新たなイノベーションを紡ぎ出していくことを期待
しています。

グランド
オープンNEC Innovation　Park


